
活動報告 

団 体 名 NPO法人 希望の森 

活 動 名 災害者の為に少しでも通常の生活復興の為の炊き出し等支援事業 

活動期間 2016/07/01 ～ 2016/09/30 

活動の成果 

メディア等の情報しかなく、いざ現地へ行き自分の目で見ると悲惨な状況でし

た。 

長年住んでいた家が潰されているという光景は、精神的苦痛を生みだすものだ

と実感しました。 

昼間に被災地を訪問しました。体が動く方は自宅の片付けや仕事に出ている人

が多いためご高齢の方が多いと感じました。同じ光景、同じ生活を続けているか

らでしょうかボランティアメンバーに話掛けに来られ、特にメンバーの一員であ

る子どもに被災者の方が大勢集まっていました。被災者の方とボランティアメン

バーの子どもとの、対話を交えての交流は自然と実施することが出来ました。炊

き出しを振る舞う際も、一人では持てないご高齢の方は子どもが手伝うと大変喜

ばれていました。炊き出しメニューを決める際に被災者の意見を参考にすること

や、子どもとの触れ合いの時間を設けることにより、より多くの笑顔を見ること

ができたと活動の成果を実感しております。 

災害ボランティアをする際、被災者の方は何を求めていらっしゃるのか？をま

ず考えることが課題だと思いました。 

寄付者への 

メッセージ 

これまで個人的にボランティアを行っていましたが、資金に限りがあり思うよ

うな活動・成果が上がりませんでした。赤い羽根「ボラサポ・九州」の助成を受け

る事により、被災された多くの方に支援が出来、数多くの喜びの顔や声を聞くこ

とが出来て感謝しています。 

 

（活動のようす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


